
 

 

外縁付鈕１式 横帯文・流水文 

 

 

「外縁付鈕１式」 横帯文・流水文 

 

 ○奈良県 御所市大字増（田中６０） 名柄銅鐸 

 

☆奈良県 御所市大字増（田中６０） 名柄銅鐸 東京国立博物館蔵 東博8666 

 外縁付鈕１式 横帯文・流水文 ２区画 一対耳 高さ ２３ｃｍ  

 

Ａ面 

観察想像スケッチ 

 

 出土地が 「名柄」ではなく 「増」です  

 表裏で文様が違うタイプの銅鐸 異面異文様 

 鈕部分 外縁部 鋸歯文 外向き 

 菱環部 Ｘ頂点綾杉文 

 鰭部  変換しない鋸歯文 

 ３帯の斜格子文横帯 

 上下２区の横帯の文様不明 

 下辺横帯も文様不明 ここが鋸歯文であったら 

              ４区袈裟襷文に似てくる 

              下界線 ３条 

 鰭と身の間に 中山型のような空白があり 左右中央に縦帯があれば  

４区袈裟襷文中山型になるような文様です 

 

 Ｂ面 

 鈕部分は Ａ面と同じであろうと推測 

 流水文は ４ｃ１ｘ を 上下区に配置 

 ４ｃ１ｘ 極めてシンプルな流水文 

 横型にも縦型にもなりうるスタイル 

 下辺横帯に連続渦文が配置されているのは 

 珍しいタイプです 

 中央横帯の文様が不明  

 想像すらできないです 

 とにかく 状態が悪い 


